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研究の実際-1 
 

 

 

(1) 文献等による研究                                   

中学校学習指導要領（平成29年３月）には「生徒の発達段階を考慮し、言語能力、情報活用能力

（情報モラルを含む。）、問題発見・解決能力等の学習の基盤となる資質・能力を育成していくこと

ができるよう、各教科等の特質を生かし、教科等横断的な視点から教育課程の編成を図るものとす

る」と示されています。また、技術科の指導内容には、Ｄ情報の技術（１）アの項目に、「情報の

表現、記録、計算、通信の特性等の原理・法則と、情報のデジタル化や処理の自動化、システム化、

情報セキュリティ等に関わる基礎的な技術の仕組み及び情報モラルの必要性について理解するこ

と」と示されています。タブレットやスマートフォンをはじめとする様々な情報端末の普及は、Ｉ

ＣＴ機器を利活用した授業づくりを可能にし、高い利便性をもたらす一方、ネット依存やＳＮＳで

のトラブル等、新たな問題も発生させています。新学習指導要領では、技術科、特別の教科道徳な

どの教育活動全般で情報モラル教育を行い、インターネットや情報端末などを適切に活用できる

力と態度の育成が求められています。また、「主体的・対話的で深い学び」に向けた授業改善の推

進が明記されており、学習内容の深い理解のためには、生活や社会の中から問題を見いだした課題

の設定や、他者と対話したり協働したりする学習活動を通して、自らの考えを明確にし広げ深める

ことの必要性が求められています。 

現在の情報モラル教育の指針となっているものは、平成19年３月に出された「情報モラル指導実

践キックオフガイド」の中の５つの柱です。図１は、平成21年１月に文部科学省「教育の情報に関

する手引」作成検討会配布資料で示された図を基に、本研究で作成したものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「心を磨く領域」とは、日常のモラル指導から積み重ねていき、情報社会で正しい判断や望ま

しい態度を育てることです。つまり、自分を律し適切に行動できる正しい判断力と、相手を思い

やる豊かな心情、更に積極的にネットワークをよりよくしようとする公共心を育てることです。

「情報社会の倫理」と「法の理解と遵守」がこの領域に当たります。 

「知恵を磨く領域」とは、情報社会で安全に生活するための危険回避の方法の理解やセキュリ

ティの知識・技術を学ぶことです。また、情報化が進展し生活が便利になり、危険に遭遇する機

会も増えてきており、情報社会で安全に生活するための知識や態度を学ぶことです。「安全への知

図１ 情報モラル５つの柱 

２ 研究の実際 
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研究の実際-2 
 

 

恵」「情報セキュリティ」がこの領域に当たります。 

そしてこれらの２領域を踏まえた上で、「公共的なネットワーク社会の構築」へ参画する態度を

育成することができると考えます。 

情報モラル指導実践キックオフガイドでは、小中高一貫の情報モラル教育のモデルカリキュラ

ムが示されており（表１）、児童生徒の心の発達段階や知識の習得、理解の度合いに応じた適切な

教育が必要とされています。身の回りの課題から考え理解させ、積極的に情報社会へ参画する場

合の責任や義務、態度に関する内容へ発展するような指導内容となっています。  

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 実態調査                                       

 子供のインターネット利用環境実態調査の結果が、平成 29 年５月に内閣府から出されていま

す。調査結果から、インターネット利用の時期に関しては、低年齢の時から利用するようになっ

てきたことが分かります。年齢ごとのインターネット利用率は、７歳で 49.7％、12 歳で 72.6％、

15 歳で 87.5％という調査結果となっています。また、インターネットに接続する情報端末の項目

は、13 歳からスマートフォンが１位となっています。しかし、スマートフォンを所持していない

時期においてもインターネッ 

トは利用されており、スマー 

トフォンを所持する前の接続 

端末として、携帯ゲーム機や 

各種タブレット、契約が切れ 

た携帯電話や音楽プレイヤー 

等、様々な情報機器からのイ 

ンターネットの利用が推測で 

きる結果となっています（図

２）。 

 

 図２ 内閣府から出された数値を基に、本研究で作成したグラフ 

表１ 情報モラル指導モデルカリキュラム表(1) 

参考ＵＲＬ：http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/1296900.htm 

odel-curriculum2.html 

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/1296900.htm
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検証授業を行う学級に、情報機器の利用の実態を把握する 

ため、アンケートを実施しました（平成 29 年９月 15 日実施）。 

①インターネットに接続できる携帯電話や情報端末を持っていますか。 

32 名中 25 名（78.1％）が「所持している」と回答しています。 

②インターネットを利用する頻度はどれくらいですか。 

32 名中 31 名（96.9％）が「週１日以上利用している」と 

回答しています。（図３） 

    ③メールや LINE 等で、メッセージのやり取りをしたことが 

ありますか。 

32 名中 26 名（81.3％）が「やり取りの経験がある」と回 

答しています。 

   ④情報端末を利用するときに、家庭でのルールがありますか。 

32 名中 15 名（46.9％）が「ある」と回答しています。 

  検証授業を行う学級は、内閣府から出された調査結果以上にインターネットを利用しているこ

とが分かりました（図３）。インターネットに接続する機器においては、携帯ゲーム機や各種タ

ブレット、契約が切れた携帯電話等、複数を所持している生徒も多く見受けられました。また、

④の「情報端末を利用するときに、家庭でのルールがありますか」の問いには、32 名中 15 名が

「ある」と回答しており、46.9％の家庭で、使用時間や利用時のルールがあることが分かりまし

た。 

 

(3) 本研究における考え方や取り入れる具体的な手立て                                   

 

ア 保護者と共に学ぶ学習活動                                

 携帯電話を含む情報機器端末は便利な道具ですが、便利になればなるほど、ネット依存やＳ

ＮＳでのトラブルは増加しています。インターネットの利用は、インターネットの光と影の部

分を理解して利用していくことが大切です。また、情報モラル教育については、全ての保護者

に考えてもらう必要性があります。学校で行う情報モラル講演会に保護者全員が参加すること

は難しく、「本当に聞いてほしい保護者は、講演会に参加されない」といった現場の声もありま

す。また、平成 29 年度の佐賀県ＰＴＡ連合会の携帯電話に関する方針は、「小・中学生に携帯

電話は持たせないようにしましょう」となっています。そのため、情報モラルの学習を行う場

合は、次の４つの項目に配慮しながら実施することが大切であると考えます。 

・全ての保護者にインターネットの利用の現状を知ってもらう内容 

・携帯電話や情報機器を子供に持たせていない保護者が納得できる内容（未然防止） 

・携帯電話や情報機器を子供に持たせている保護者に使用のルールを検討してもらう内容 

   ・携帯電話や情報機器を使用していない生徒にもＳＮＳの内容が分かる内容 

具体的には、授業の様子が分かるワークシートを作成し、ワークシートの最後に保護者から

のコメントを書き込んでもらう授業を実践します。ワークシートを通して情報モラル教育の影

の部分を保護者にも伝えます。その後、生徒は保護者との会話を通して、安全性や経済的負担

等、大人の立場からの意見を学びます。また友達や親、教師等から自分の考えと異なった考え

方を学ぶことで、より多角的な考え方に気付かせることができると考えます。 

 

 

図３ インターネットを利用 
する頻度 
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イ 話し合う活動を取り入れた学習の工夫                              

平成29年３月に告示された中学校学習指導要領の大きな特色の１つとして「主体的・対話的

で深い学び」の実現に向けた授業改善が求められています。そして、「主体的・対話的で深い学び」

を実現するするための重要事項として、各教科における言語活動や問題解決的な学習等の学習

活動の質の向上が示されました。生きる力を育むことを目指し、基礎的・基本的な知識及び技

能を習得させ、これらを活用して課題を解決するために必要な資質・能力を育むとともに、主

体的に学習に取り組む態度を養うことを目的としています。そこで本研究では「対話的な学び

に」着目し、ペア学習やグループ学習等の小集団での話し合う活動を取り入れることとします。

ペアやグループにすることで、生徒が発言する機会が増えるため、思考を深めるだけでなく発

表や説明が苦手な生徒にとって、気軽に話せて学習に参加しやすくなるメリットがあると考え

ます。また、全ての生徒に発言する機会を与えることで、主体的に学習に参加できるようにな

り、対話することによって、情報モラルを多角的に考察できる力を育成することができると考

えます。 

 

ウ 本研究のイメージ                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本研究のイメージは図４のように考えます。まず、ＳＮＳの利用に関する身近な問題を題材

に、書く活動を通して自分の考えをまとめます。その後、話し合う活動を通して情報モラルへ

の理解を深めます。また、ペア学習による役割演技を行います。傍観者の中にも仲裁者に近い

考え方や観衆に近い考え方等があり、それら違う立場からの意見に出会わせ、情報モラルへの

資質・能力を育みます。さらに、保護者との会話を意図的に仕組みます。保護者と会話するこ

とで、大人の立場からの意見を聞くことができます。そして保護者からの意見や、異なった立

場を経験することで、情報モラルを多角的に考察し、インターネットや情報端末等を適切に活

用していこうとする態度を養うことができると考えます。 

図４ 本研究のイメージ図 
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(4) 授業実践                                          

 

ア 検証授業Ⅰ                                           

本時の目標 

・インターネット上に情報を発信する際の責任を知り、発信者としての責任についての知識を身

に付ける。 

学習活動 教師の働き掛け 

１ アンケート結果を

知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ＳＮＳには、LINE  

 の他にも、Twitter、 

 Instagram 等、様々な 

 アプリが存在するこ 

 とを知る。 

・情報端末の所持やインターネットの利用状況の現状を説明した。 

・結果を電子黒板に表示し、クラスの現状を伝えた。 

 

                    ・学級の 97％の生徒がインタ 

ーネットを利用しており、 

動画閲覧と LINE の利用が、 

全体の１位と２位だったこ 

とを説明した。 

 

 

                    ・質問形式にし、生徒の関心 

                                          を高めるようにした。 

                                       

                 

                        

 

 

・スノーやスナップチャットは写真を加工するアプリである。プリクラを例

に、簡単に加工できることから人気があることを説明した。 

・昔はテレビ局などしか情報の発信はできなかったが、情報機器の発達によ

り、誰もが情報を発信できるようになったことを伝えた。 

３ 本時のめあてを知

る。 

 

 

４ 動画を視聴し、かず

きさんのどのような

行動が問題だったの

かを話し合う。 

 

 

 

 

 

・めあてを掲示した。 

 

 

 

・YouTube に文部科学省公式ページ(mextchannel) (2)があり、「情報モラル」

で検索を行うことで教材が閲覧可能となるサイトを利用した。 

 

                   ・2016 年７月に公開された、 

                    教材⑩「軽はずみなＳＮＳ 

                    への投稿」を教材として使 

                    用した。 

                    

 

 インターネット上に情報を発信する際の注意点について考えよう。 

 

※画像にはぼかしをいれています 
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５ かずきさんと周り

の人が、今後どのよう

になってしまうのか

を話し合う。 

 

６ インターネットの

どのような特性によ

って、かずきさんの投

稿が広まったのかを

話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

７ インターネットに

写真を投稿するとき

には、どのようなこと

に気を付けたらよい

かを考える。 

・ジオタグについて、

ワークシートに記

述する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・かずきさん本人だけでなく、かずきさんの家族や閉店になった店で働いて

いる人についても考えさせた。  

・「炎上」という言葉を紹介し、非難が殺到し収拾がつかなくなる状況が起

きていることに気付かせた。 

 

・近くの人と自由に話し合うように伝え、話し合う活動の中での発言やワー

クシートへの記入を取り上げて、数名に発表させた。 

・キーワードである「公開性」と「記録性」を強調するため、色ペンで記入

するようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・情報機器の発達により、最近の写真には、撮影日時やＧＰＳで得られた 

 位置情報などが添付されていることを伝え、理解を深めさせた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実際に授業で使用

したワークシート 

公開性と記録性を

記述させた。 

写真には「ジオタグ」

と呼ばれる情報が添

付していることを理

解させた。 
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８ 学んだことを保護

者に伝えて、意見や感

想をもらってくる。 

 

・本時のまとめを行

い、次時の活動内容

を知る。 

・学習内容を生活につなげていくために、保護者からコメントを記入しても

らうことを説明した。 

・次時は、トラブルに遭遇したときの解決方法について学習することを伝え

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

動画教材の中で、大 

学生の何気ない写真の 

投稿から、店が閉店と 

なり、自宅が特定され 

家族まで非難されるこ 

とを生徒は学習しまし 

た。また、写真にはジ 

オタグという撮影日時 

や位置情報が添付され 

ていることを学びまし 

た。 

生徒の感想からも、 

友達や家族にまで影響 

が及ぶことを心配する 

感想が多く見受けられ 

ました。家族にまで被 

害を及ぼす危険性につ 

いて学ぶことは、安易 

にインターネットへ投 

稿することへの抑止力 

になると考えます。 

また、授業を受けた 

全ての生徒の保護者か 

ら意見や感想を記述し 

てもらい、ワークシー 

トを回収することがで 

きました。 

 

 

 

保護者に記入しても 

らったワークシート 

資料１ 生徒の書いた意見 

資料２ 保護者からの意見 
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保護者の意見は、多かった順に、①家庭ではルールを決めて使用させます（８名）。②中学生に

はまだ必要ないと思います（６名）。③情報モラルの授業も必要だと思いました（４名）。④子供

の利用内容を確認するようにしています（３名）。⑤インターネットの危険性が分かりました（２

名）。発信や投稿はしないように伝えます（２名）。親子で話合いをすることが大切だと思います

（２名）等の意見があり、保護者の関心が高いことが分かりました。 

 

イ 検証授業Ⅱ                                           

本時の目標 

・自他の情報の取り扱いに関して正しい知識を持ち、トラブルに遭遇したとき主体的に解決を図

ろうとする。 

学習活動 教師の働き掛け 

１ 前時の復習をす

る。 

 

 

 

２ 本時のめあてを知

る。 

 

 

・結果を電子黒板に表示し、クラス 

の現状を再提示した。ＳＮＳの中 

では、LINE の使用が多いことを知 

らせた。 

                  

           

 

３ ＳＮＳのグループ 

トーク機能につい

て知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 次郎は、何と書き

込むかを予想する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・LINE のグループ機能について紹介し、使ったことがない生徒にも、既読

機能等を説明し、今後使用する可能性があることに気付かせた。 

 

                ・10 名が、６組仲良しグルチャに参加 

していることを伝えた。 

                ・既読や退会等の補足を行い、利用し 

て                ていない生徒にも、どのような機能 

があるのかを伝え、全員の理解を図 

るようにした。 

 

 

                                 

 

                     

                     

 

 

 

 

 

 

ＳＮＳの利用法について考え、トラブルにあったときの対処法を考えよう。 

 

「自転車で行く」、「自転車で行

こうかな」、「部活だから行けな

い」等の意見が出た。 
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５ 次郎が退会した理

由を考える。 

 

 

 

 

 

 

６ 当事者の立場と傍

観者の立場の両方か

ら、個人で考える。 

 

 

７ 役割演技をして、

当事者の立場と傍観

者の立場の両方から

考え、ペアで話し合

う。 

・ペア学習後の考え

を、ワークシート

に記述する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・実際は、次郎がグループから退 

会をしたことを伝えた。 

・Ａ君の書き込みは、歩きか自転 

車か等の方法を尋ねた書き込み 

であり、Ａ君と次郎君の間には、 

異なる考え方があるかもしれな 

いことに気付かせた。 

 

・「Ａ君の立場」と「Ｂ君やＣ君 

 の立場」の両方から考えさせ、 

ワークシートに最初の考えを記 

述させた。 

 

・具体的に今後どのような行動を取 

るべきなのかを考えることができ 

るように、「Ａ君の立場(当事者)」 

と「Ｂ君やＣ君の立場(傍観者)」で 

役割演技をする時間を設定した。 

・今後取るべき行動を深く考えるこ 

とができるように、３分程度で当 

事者と傍観者の役割を交代するこ 

とを伝えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 本時の学習を振り

返る。 

 

 

・ＳＮＳが人々に受

け入れられてい

る理由を考える。 

 

・文字だけでは真意が伝わりにくいことや、短文は誤解を招くことに気付

かせ、理解を深めさせた。 

 

 

 

 

 

 

 

短文は誤解を招く可

能性が大きいことに

気付かせる。 

言葉のみの伝達は７％程度

であり、言葉よりもトーン

や身体言語（視覚）の情報

に、より影響を受けやすい

ことを伝えた。 

「次の日、学校で」、の

一文を付け加え、より

明確な場面設定にして

おくと、生徒はより話

しやすかったと考えら

れる。 

最初の考えと、役割演技

後の考えを記述させ、思

考の変容を見取った。 
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ＳＮＳを利用していない生徒も３割程度在籍していました。そのため、まずＳＮＳのグループ

トーク機能を、電子黒板を使って再現するようにし、ＳＮＳの概略を伝えるようにしました。Ｓ

ＮＳを利用していない生徒に、ＳＮＳのグループトーク機能の使い方を理解させ、使い始めたと

きに、起こるかもしれない問題について考えさせることができました。話し合う活動では、Ａ君

の書き込みは、歩きか自転車か、現地までの移動方法を尋ねた書き込みであり、Ａ君と次郎君の

間には、異なる考え方があることに気付かせることができました。また、ペア学習を利用した役

割演技では、いろいろな傍観者の立場について考えさせることができました。 

抽出生徒の会話は、資料３のような会話の内容となりました。抽出ａ組の会話内容は、１回目

と２回目で、言葉は多少変わっているものの、同じような会話の内容となっています。抽出ｂ組

の会話からは、厄介な出来事には関わりたくないといった生徒の本音の部分も見受けられる内容

となりました。 

生徒のワークシートの記述か 

らは、半数以上のペアで、抽出 

ａ組と同じような現象が見受け 

られました。抽出ａ組の会話内 

容のように、役割演技を交代し 

ても、会話の内容は同じような 

ものとなり、傍観者の中でも、 

仲直りをさせようとする仲裁者 

の立場や、あおったりはやした 

てたりする聴衆の立場からの、 

異なった会話内容は、あまり見 

受けられませんでした。 

反省点として、情報端末を利 

用したネット上でのやり取りな 

のか、次の日の学校でのやり取 

りなのか、場面設定の内容で迷 

うペアが複数見受けられました。 

２回目の話し合う活動では、傍 

観者同士の話し合う活動に限定 

するなど、ワークシートの工夫 

が必要であったと考えます。 

 

 

 

（5） 授業実践における手立ての有効性についての考察                     

身近なＳＮＳの問題を取り上げて、インターネットの特性には「公開性」と「記録性」がある

ことや、ＳＮＳでのやり取りにおいて、短文は誤解を招く危険性があることを学ばせることで、

情報モラルに関する知識を深めることができました。また、ペア学習による役割演技と保護者か

らの意見を聞くことで、傍観者の中にも仲裁者に近い考え方や観衆に近い考え方等、違う立場か

らの意見に出会わせ、情報モラルの問題について多角的に考察することができました。生徒の感

想からは「それでも便利だから利用する」や「危険は感じるが、多くの人とつながるから利用す

資料３ 抽出生徒の会話 
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る」といった感想が９割以上を占めていました。しかし、危険性については全ての生徒が認識し

ており、インターネットや情報端末などを適切に活用していこうとする態度も育むことができま

した。 

 

（6） 実態調査の結果を基にした手立ての有効性についての考察、アンケート調査による考察    

 

ア アンケート調査による考察                                

事前アンケートと事後アンケートの結果

は、下記のようになりました。 

・「インターネットを利用する頻度はどれくら

いですか」の質問には、インターネットを利

用しない生徒が、事前アンケートには１名

いましたが、事後アンケートでは、０名とな

り、32 名全員がインターネットを利用して

いる結果となりました（図５）。 

・「メールや LINE 等で、メッセージのやりと

りをしたことがありますか」の質問には、

「ある」と答えた生徒が、事前アンケートに

は 32 名中 26 名（81.39％）でしたが、事後

アンケートでは 32 名中 29 名（90.6％）と

なり、３名増えた結果となりました（図６）。 

「インターネットを利用する頻度はどれく

らいですか」と「メールや LINE 等で、メッセ

ージのやりとりをしたことがありますか」の

結果を比較してみると、少しインターネット

を利用する方向に数値が増加していました。

しかし、数値は事前・事後とも同じような結果

となっており、インターネット利用の実態の

信憑性は高いと考えます。検証授業を行った

学級は、内閣府から出された利用環境実態調

査の結果以上にインターネットの普及が進ん

でいる実態が推測できました。 

・「情報端末を利用するときに、家庭でのルー

ルがありますか」の質問に、「ある」と答え

た生徒が、事前アンケートには 32 名中 15 名（46.9％）でしたが、事後アンケートでは 32 名中

25 名（78.1％）となり、10 名増えた結果となりました（図７）。 

事前と事後のアンケート結果を比較してみると、大きく結果が違ってきていることが分かりま

した。情報端末を使用するときのルールがある生徒が、15 名から 25 名に増えたことから、本研

究の実践が大きく影響していることが分かりました。情報端末を利用したインターネット利用に

関して、学校からの取組を知ったことで、家庭でのルールを見直したことが推測されました。携

帯電話等を所持していない生徒にとっても、インターネットを介したトラブルの未然防止の取組

として有効な実践であったと考えます。 

インターネットを利用する頻度はどれくらいですか 

メールや LINE 等で、メッセージのやりとりをし
たことがありますか 

図５ インターネットを利用する頻度 

図６ メーセージをやり取りした経験 

図７ 情報端末を利用するときのルール 

情報端末を利用するときに、家庭でのルールがあ
りますか 
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